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未来投資会議（第 13 回）後の 

茂木経済再生担当大臣記者会見要旨 

 

○ 日 時 ： 平成３０年２月１日（木）１８：１０～１８：１８ 

○ 場 所 ： 中央合同庁舎８号館１階Ｓ101・103 会見室 

 

１．冒頭発言 

 

第１３回未来投資会議、今年最初の未来投資会議の概要について報告いたします。 

 

今回、生産性革命の具体化に向けた今後の取組について関係閣僚から報告を受け、また

民間の議員からご意見をいただきました。 

 

まず関係閣僚からの報告ですが、 

松山大臣から、「行政サービスのデジタル改革」に向けた取組や自動走行の交通ルールの

在り方を示す制度整備大綱について、 

野田大臣から、電波制度改革や放送事業の在り方の検討について、 

加藤大臣から、医療・介護のデータ利活用基盤整備や、成長分野への人材移動支援につ

いて、 

林大臣から、プログラミング教育の推進や若手研究者支援、さらには大学改革について、 

梶山大臣から、地域限定型のサンドボックス制度について、 

経済産業省、世耕大臣公務のため、平木政務官からは、プロジェクト型のサンドボック

ス制度の創設に向けた生産性革命新法の提出について、 

説明がありました。 

 

これに対し、民間議員からは、竹中議員は欠席で資料を提出いただきましたが、それ以

外の民間議員５名からこれらの取組を力強く進めてほしいとの発言がありました。 

 

最後に、総理から発言がありました。会議の最後のカメラ入りで聞かれた方も多いかと

思いますが、 

「「Society5.0」に向かって、経済社会が大きく変化しようとする中で、行政は、変化を

後押しする「エンジン」とならなければならない。また、いわゆる「業法」のような、縦割

りの発想に基づく２０世紀型の規制システムから脱却し、サービスや機能に着目した発想

で捉え直した、横断的な制度改革を進めていく必要がある。その先駆けとなるのが、規制

のサンドボックスであり、この通常国会に法案を提出する。関係大臣は、柔軟な発想力と

大胆な実行力で、改革を前進させること。特に大胆な実行力は持っていると思うけれど、

柔軟な発想を持って取り組んでほしい。」 

とのことでした。 
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本日の会議のポイントについて、私からは以上です。後ほど事務方から詳細を説明させ

ていただきます。 

 

２．質疑応答 

（問）今日の会議では、16 年度に設定された成長戦略の進捗状況の点検もあったと思いま

す。大臣から見られて達成度合いが良い分野、悪い分野、全体としてみたときにどの

ような課題があるという認識かお聞かせください。 

 

（答）成長戦略では、幅広い分野で多様な施策を盛り込んでいるところでありまして、こ

れらの施策を総合的に実行していくとともに、きちんと KPI を設定し毎年評価を行う

ことで、PDCA サイクルを回す、そして、新たな施策の立案につなげてきたところであ

ります。この５年間、総じて申し上げますと、目標に向かって順調に進んでいると評

価できる項目は増えておりまして、中には、たとえば訪日外国人旅行者数、これは 2800

万人を超えているところでありますし、設備投資額、これはもちろんさらに進めてい

かなければならないのですが、設定した目標を達成済のもの、そしてまた、よりレベ

ルの高い目標を設定している、一度設定した目標よりさらに高い目標を設定している

ものもあります。一方、サービス産業の生産性の伸びや、イノベーション世界ランキ

ングなど、KPI の目標に向かって、率直に足踏みしているとみられる項目もあります。

今後、成長戦略の実行を加速していくため、昨年末の経済政策パッケージに盛り込ま

れた施策を、この３年間の「生産性革命・集中投資期間」として、迅速かつ着実に実

行していきたいと思っております。 

 

（問）目標の未達の部分ですが、今後次の成長戦略に向けて議論が加速していくと思うが、

今の進捗状況を踏まえて、どういうふうに議論を進めていけばいいか、そのあたりは

どうお考えですか。 

 

（答）お手元の資料２－２、KPI の平成 29 年１月から平成 30 年１月と、これを見ていた

だきますと、そのまま横に比べるのではなく、KPI の進捗状況、毎年バージョンアップ

して、達成済みのものは外したり、新たな項目を入れたり、高い目標を設定し直す、

こういったこともやっております。そのうえで、特に B 評価の項目の中には、あと少

しで A になるというものもありまして、重点的に、もうひと押しという分野もあるわ

けでありますから、そういったところをしっかりと進めていくのと同時に、今後、進

捗が足りない理由についてしっかりと分析しつつ、生産性革命パッケージに盛り込ま

れた施策を迅速かつ着実に実行に移していきたいと思っています。それから、F の分

野は、たとえば何年に実行という話です。たとえば電力システム改革、これは 2020 年

にやりますので、2020 年にならないと決まってこない、こういう項目もあります。ま

たご質問等ありましたら事務方から詳しく説明させていただきます。 


